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2階 第Ⅰ展示室

【開館時間】9:00～16:30 （入館は16：00まで）　【休館日】火曜日・祝日の翌日 （いずれも休日を除く）
【入館料】大人300円、高校生200円、小中学生100円（団体：大人250円、高校生150円、小中学生50円）

サテライト会場：古民家あいせき

以下の方は無料
◎療育手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方、及びその介護者1人

刀剣写真／太刀 銘 守次（切付銘） 八龍寄進 兼見  貴船神社蔵  岐阜県指定重要文化財　撮影：株式会社スタジオギブ 野田正明
背景写真／古町遺跡 遺物　関市文化財保護センター蔵

主催／関市 問い合わせ先／関鍛冶伝承館  〒501-3857 岐阜県関市南春日町9-1
 TEL 0575-23-3825　FAX 0575-23-3825

関鍛冶伝承館
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企画展と関係する寺社と関鍛冶伝
承館を巡り、御朱印などを集めよう!
4か所以上集めた方には景品をプレ
ゼントします。
開催期間：2月1日（日）～5月6日（水·祝）
参加費：台紙無料（御朱印代は各寺社
へお支払いください）
参加台紙配布場所：関鍛冶伝承館
景品交換場所：関鍛冶伝承館
問合せ：関市観光課 ☎0575-23-7704

関まち御朱印めぐり

昔の絵図・地図や地形を読み解くことで分かってきた、現在のまちに
残る「歴史的景観」。現地で解説しながら、関の市街地を歩きます。
◎富加町との連携イベントで、第1回の富加町は中世の山城・
加治田城の城下町を歩きます。
　（1月31日（土） 9:30～12:00 富加町B&G海洋センター集合）
日程：2月11日（水·祝） 午前9時30分～12時
集合場所：せきてらす　　参加費：無料（当日受付）
問合せ：文化財保護センター ☎0575-45-0500
　　　　当日は、富加町郷土資料館 ☎0574-54-1443

中世タイムスリップまち歩きイベント

関のまちは、中世からの繁栄を物語りつつも、その歴史は謎に包ま
れています。「まちの歴史」を解明する手がかりとして、京都を例に都
市史についてのお話と、それを踏まえて関のまちの景観についての
お話を、山田邦和さん、山村亜希さんのお二人にしていただきます。

日程：2月23日（月·祝） 午後1時30分～4時30分
会場：わかくさ・プラザ  学習情報館1階  多目的ホール
定員：300人（当日午後1時から受付・先着順）
参加費：無料
問合せ：文化財保護センター ☎0575-45-0500

関まち歴史シンポジウム
関まちの歴史を探る －都市史・景観史から－

新長谷寺には、16世紀（1550年）に韓国で制作された仏画
が遺されています。中世に由来する作品として、本仏画を
新長谷寺本堂で特別公開します。あわせて、通常非公開
の釈迦堂の堂内を見学します。
日程：3月14日（土） 午前10時～正午（2回開催・各45分）
会場：新長谷寺（吉田観音）
定員：各回15人（希望者多数の場合は抽選）
参加費：無料　　申し込み方法：2月2日（月）～
2月16日（月）に右の二次元コードから抽選申込み。
問合せ：文化財保護センター ☎0575-45-0500

新長谷寺「朝鮮仏画」特別公開

昭和の市街地の様子を知る
方々と、関のまちを語り合
います。
日程：3月14日（土） 午後2時～
会場：古民家あいせき
　　　☎0575-36-4048
参加費：無料（当日受付）
問合せ：文化財保護センター
　　　　☎0575-45-0500

関の街の記憶
～関のまちを語ろう～

・長良川鉄道「せきてらす前駅」から徒歩5分
・東海北陸自動車道「関インター」から車で約10分
・東海環状自動車道「富加関インター」から車で約15分

アクセス

2階 第Ⅰ展示室関鍛冶伝承館
主　催／関市
問い合わせ先／関鍛冶伝承館  〒501-3857 岐阜県関市南春日町9-1
 TEL 0575-23-3825　FAX 0575-23-3825

サテライト会場：古民家あいせき（休館日：毎週月曜日、休日の翌日）
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が
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近
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発
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調
査
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
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栄
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盤
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の
ま
ち
の
中
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て
い
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。
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割
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在
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関
市
街
地
へ
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け
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が
れ
、
関
の
ま
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長
い
歴
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を
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語
っ
て
い
ま
す
。
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切
っ
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も
切
れ
な
い
関
鍛
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と
関
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ま
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結
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と
き
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ら
、
関
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〇
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史
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一
昨
年
度
の
第
１
回
近
現
代
編
か
ら
時
代
を
さ

か
の
ぼ
り
、
昨
年
度
第
２
回
で
は
「
江
戸
時
代
の
関
ま
ち
」
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
最
終
年
と
な
る
第
３
回
の
今
年
は
中

世
を
テ
ー
マ
に
、
関
ま
ち
の
起
こ
り
や
由
来
か
ら
町
の
変
遷
な
ど
を
４
つ
の
画
期
に
分
け
て
展
示
を
構
成
し
ま
す
。
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催
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せ
て
、
本
町
通
り
商
店
街
の
「
古
民
家
あ
い
せ
き
」
を
会
場
に
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

刃
物
の
ま
ち
関
と
鍛
冶
の
七
〇
〇
年

刃
物
の
ま
ち
関
と
鍛
冶
の
七
〇
〇
年

〜
中
世
関
の
は
じ
ま
り
〜

関
鍛
冶
伝
承
館
企
画
展

講師  山田 邦和さん
同志社女子大学特任教授
（考古学・都市史）
考古学者であり、京都の都市史
の研究者。

講師  山村 亜希さん
京都大学教授（歴史地理学）
中世・近世の都市の景観史が専門。
NHK「ブラタモリ」東海道“五十七次”
の旅（2024年11月放映）案内人。

アクセスマップ 公式X

関市・富加町
連携
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